
堀
岡

敏
喜
議
員

公
明
党

自
殺
対
策
は
生
き
る
こ
と
へ
の

包
括
的
支
援
が
必
要
で
は

問
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
あ
る
。

年
の
全
国
の
自
殺
者
数
は

27
２
万
４
千

名
、
依
然
高
い
水

25

準
で
、
特
に
若
年
層
の
死
因
の

ト
ッ
プ
が
自
殺
は
、
先
進
国
の

中
で
も
突
出
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
自
殺
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
計
画
策
定
を

地
方
自
治
体
に
義
務
づ
け
る
自

殺
対
策
基
本
法
改
正
案
が
成
立

の
見
通
し
で
あ
る
。

対
策
を
生
き
る
こ
と
へ
の
包

括
的
支
援
と
し
て
、
今
後
の
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴

本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

⑵

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
で
、

進
学
を
控
え
た
中
学
３
年
生
の

男
子
生
徒
が
、
誤
っ
た
記
録
に

基
づ
い
た
進
路
指
導
が
原
因
で

自
殺
し
た
事
件
を
受
け
て
、
市

内
学
校
の
指
導
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
一
体
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

答

民
生
部
長

⑴

自
殺
の
原
因
は
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
。
そ
の
サ
イ
ン
に
い

ち
早
く
気
付
く
た
め
、
教
職
員
、

市
職
員
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
へ
は
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の
開
催
、

昨
年
３
月
か
ら
導
入
し
た
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
簡
易
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
﹁
こ
こ
ろ
の
体

温
計
﹂、
役
所
窓
口
で
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
、
周
知
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

答

教
育
部
長

⑵

本
市
で
は
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
使
用
し
、
デ
ー
タ
管
理

を
行
い
、
校
長
を
中
心
に
学
校

全
体
で
取
り
組
み
、
絶
対
に
ミ

ス
の
な
い
よ
う
確
認
体
制
を
と

っ
て
い
る
。

過
去
の
問
題
行
動
を
当
該
児

童
・
生
徒
の
レ
ッ
テ
ル
に
し
て

は
い
け
な
い
。
指
導
の
成
果
が

顕
著
で
生
活
が
改
善
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
後
の

教
育
活
動
全
般
に
わ
た
り
当
該

児
童
・
生
徒
に
不
利
益
な
状
況

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
教
育
的

な
配
慮
が
大
切
で
あ
る
。

地
域
防
災
の
活
性
化
に

ソ
フ
ト
面
の
公
助
と
し

て
い
か
に
関
わ
る
の
か

問
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
重
視
を
さ

れ
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
進

む
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
事
前

防
災
を
軸
に
展
開
を
し
て
い
く

地
域
防
災
計
画
の
推
進
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
共
通
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
、
ま

た
共
有
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
面
の
防
災
イ
ン
フ
ラ

の
充
実
を
図
る
傍
ら
で
、
要
配

慮
者
へ
の
対
策
や
混
乱
を
招
か

な
い
た
め
の
避
難
所
へ
の
避
難

配
分
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
や
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

︻

︼
と
い
っ
た
災
害
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
な
ど
、
具

体
的
な
地
域
防
災
計
画
を
進
め

て
い
く
た
め
、
ソ
フ
ト
面
で
の

公
助
と
し
て
い
か
に
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。

﹁
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

み
ん
な
で
避
難
﹂
の
英
単
語
の
頭
文

字
を
と
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。
地
域

に
住
む
﹁
人
﹂
に
焦
点
を
当
て
た
Ｄ

Ｉ
Ｇ
︵
災
害
図
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
︶
の
福
祉
バ
ー
ジ
ョ
ン
。

地
域
の
実
情
の
把
握

課
題
の
共
有
が
重
要

答

市
長

各
地
で
の
災
害
や
過
去
の
経

験
を
教
訓
と
し
、
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
現
実
の
生
活
の
中

に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

市
の
取
り
組
み
は
、
国
、
県

と
も
連
携
し
防
災
イ
ン
フ
ラ
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
１
秒
で
も
早
く
１
ｍ

で
も
高
い
所
へ
避
難
が
で
き
る

よ
う
、
民
間
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
公
共
施
設
の
屋
上
な
ど
を

整
備
し
、
一
時
避
難
場
所
の
増

設
に
力
を
注
い
で
い
く
。

想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
対
し
、
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
津
波

避
難
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定

す
る
。

事
前
防
災
が
大
事
で
あ
る
。

い
ま
一
度
、
防
災
・
減
災
の
基

本
で
あ
る
自
助
・
共
助
・
公
助

と
い
う
役
割
を
確
認
し
、
災
害

被
害
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
。

答

危
機
管
理
課
長

災
害
時
要
支
援
者
を
災
害
か

ら
保
護
す
る
た
め
に
は
、
地
域

と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
を
と

る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

誰
が
ど
の
要
援
護
者
を
助
け

る
の
か
。
日
常
か
ら
の
支
援
体

制
づ
く
り
や
対
応
計
画
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

一般質問
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